
                    

 

 

 
 

 

 

 

 
 

平成２５年９月１１日（水曜）、１２日（木曜）、１３日（金曜）の３日間にわたり実施した関東甲信越ブロック「高

齢者被害防止共同キャンペーン」高齢者被害特別相談の結果についてお知らせします。 

本特別相談は、東京都及び２３区２６市１町３消費者団体で同時期に実施しました。 
 
 
１ 高齢者相談の件数                    

 

 

 
 

 

 
 
２ 東京都消費生活総合センターで受け付けた相談の概要 
 
（１）相談件数  １３４件  

                                                
（２）相談の概要                                    

① 平 均 年 齢    ７３．１歳  

② 平均契約金額  ２２４万９千円  

③ 最高契約金額   ６０００万円 
   

（３）主な相談                                    
① 健康食品の送りつけ商法に関する新たな手口 

 注文した覚えのない健康食品を送りつけて料金を請求する「健康食品の送りつけ商法」に関す

る相談が多く、「代引き配達」、「現金書留封筒の同封」、「サンプル購入から年間購入への勧誘」

と手口が変わってきています。 
② 悪質な利殖商法 

公社債や海外不動産投資等、ファンド型投資商品の被害額は高額です。 
                                  

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

区   分 受付件数 

東京都消費生活総合センター １３４件 

都内区市町消費生活センター等 ３５２件 

東京都内 計 ４８６件 

高齢者被害特別相談の実施結果について 

  ～「健康食品の送りつけ商法」に新たな手口が発生！～ 

問合せ先：東京都消費生活総合センター相談課

電  話：０３－３２３５－９２９４ 

東京都消費生活総合センター  

◆ご本人からの相談は、 
高齢者被害１１０番         ０３－３２３５－３３６６  

◆ご家族、ホームヘルパー、ケアマネジャー等からの通報・問合わせは、 
高齢消費者見守りホットライン  ０３－３２３５－１３３４  

◆その他、一般の相談は、 
消費生活相談          ０３－３２３５－１１５５  

平 成 ２ ５ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日

生 活 文 化 局 （案） 



 

３ 主な相談事例    

○ 健康食品 

  広告チラシをみて、健康食品のサンプルを２千円で注文した。サンプルを飲み終わったころ、事

業者から１年分の健康食品を購入するようにと電話があった。高額のため断ったが商品が送られて

きた。返品しようとしたところ、郵送伝票には会社の住所や電話番号が書いてなかった。昨日、１

年間分の振込票が送られてきた。チラシも捨ててしまい、事業者の連絡先がわからない。どうした

らいいか。(７０歳代、女性) 

 

○ 社債（劇場型詐欺） 

郵便で社債購入のパンフレットが届いた。その後、別の事業者から電話があり、「個人で選ばれ

た人しか買えないので、代わりに申し込んで貰えないか。後日高値で買い取る。」と持ちかけられ、

３つの会社とそれぞれ２千万円の契約を結んだ。ところが買い取りはされず、事業者とも連絡が

取れなくなった。（７０歳代、男性） 
 

○ 海外宝くじ 

海外から郵便物が送られてきた。開封すると２億６千万円の宝くじに当選したとあり、受け取り

には２千円の手数料がかかるという。２０年前に同様の手口で騙されたことがあり、今回は無視す

れば良いと思うが、情報提供したい。（７０歳代、女性） 

 

○ 新聞販売 

数日前に新聞拡張員が来訪し、試し読みを勧められ４、５日配達してもらった。昨日、新聞購読

契約書を持参して再度訪ねてきた。既に契約者名が書き込まれ、平成２５年９月からの３ヶ月の購

読契約になっており、洗剤を景品として置いて行った。本日、販売店から契約の確認電話があり、

他新聞を長く購読しているので変更したくないと断ったところ了承されたが、先ほど、拡張員が訪

ねてきた。何を言われるか不安だったので対応しなかった、大丈夫だろうか。（７０歳代、女性） 

 
 

○ 浄水器 

公営住宅に一人暮らし。昨日、業者が突然来訪し、「水道の検針」と言われたような気がして、

家にあげてしまった。「良い水が出る」「体のために良い」等と言われ、浄水器を勧められたので、

取り付けてもらうことにした。蛇口に浄水器を取り付けた後、売買契約書兼納品書を示され、 

３５万円と分かった。分割すると高くなると言われ、一括で払うことにしたが、手持ちがなかっ

たので、今日来るように伝えた。冷静になって考えると不審だ。クーリング・オフの葉書のよう

なものは貰っている。どのように対処したらいいだろうか。（８０歳代、女性） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 消費者へのアドバイス 

● 「健康食品の送りつけ商法」は新たな手口に注意しましょう！ 

代引き配達、現金書留封筒入り、サンプル販売から年間契約への勧誘等、販売手口が変わって

きています。必要のないものは、キッパリと断りましょう。 
● 「必ずもうかります」といったセールストークを信じてはいけません！ 

公社債、ファンド型投資商品等の金融商品の契約には大きなリスクが伴います。また、被害回

復をうたって近づき、高額な手数料を取る二次被害もあるので十分に注意しましょう。 
● 契約にあたっては、一人で決めずに家族等とよく相談しましょう！ 
  特に、お金を支払うときは、慎重に！！ 一度支払ったお金を取り戻すのはとても困難です。

● 高齢者を悪質商法から守るのは周りの目です！ 
地域の高齢者や離れて暮らす親を意識し、みんなで被害から守りましょう。 

● おかしいなと思ったら、最寄りの消費生活センターにご相談ください。 



 

＜参考＞ 東京都内全域で受け付けた相談の分析（別紙 都及び２３区２６市１町３消費者団体）  
 
（１） 相談件数  ４８６件                                               

                                                

（２） 相談の概要  
 

(ア) 契約当事者の年齢構成比 

全体486件

60歳代
177件
 36%

80歳代
117件
24%

70歳代
183件 38%

90歳代上
　 8件
　2%

不明
 1件
 0%

全体486件女性
 282件
 58%

男性
 204件

42%

 
 
 
 
 

(ウ) 契約金額 
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全体486件

その他
160件
32%

通信勧誘
78件
 16%

電話勧誘
 53件 11%

訪問販売
 71件
 15%

店舗購入
124件
26%

 

全体486件

本人以外
97件
 20%

本人
 389件

80%

 
 
 
 
 

(エ) 販売形態の構成比 

相談者の５人に１人が 

本人以外からの相談！ 

＊契約金額不明等は 244 件 

８０歳以上の方に関する相談が、約２６％ 

(件) 
５００万円以上の契約が 

２２件も！！ 

(イ) 契約当事者の男女構成比 

(オ) 相談者の構成比 

＊ 本人以外からの相談の内訳は 

 家族･親族 80 件、友人 8件、介護事業者等 9件



別　紙

№ 団体名 № 団体名

1 東京都 東京都消費生活総合センター 28 三鷹市 三鷹市消費者活動センター　

2 千代田区 千代田区消費生活センター 29 青梅市 青梅市消費者相談室

3 中央区 中央区消費生活センター 30 府中市 府中市消費生活相談室

4 港区 港区立消費者センター 31 昭島市 昭島市消費生活相談室

5 新宿区 新宿区立新宿消費生活センター 32 調布市 調布市消費生活相談室

6 文京区 文京区消費生活センター 33 町田市 町田市消費生活センター

7 台東区 台東区消費者相談コーナー 34 小金井市 小金井市消費生活相談室

8 墨田区 すみだ消費者センター 35 小平市 小平市消費生活相談室

9 江東区 江東区消費者センター 36 日野市 日野市消費生活相談室

10 品川区 品川区消費者センター 37 東村山市 東村山市消費生活センター

11 目黒区 目黒区消費生活センター 38 国分寺市 国分寺市消費生活相談室

12 大田区 大田区立消費者生活センター 39 国立市 国立市消費生活相談コーナー

13 世田谷区 世田谷区消費生活センター 40 西東京市 西東京市消費者センター

14 渋谷区 渋谷区立消費者センター 41 福生市 福生市消費者相談室

15 中野区 中野区消費生活センター 42 狛江市 狛江市消費生活相談コーナー

16 杉並区 杉並区立消費者センター 43 東大和市 東大和市消費生活相談窓口

17 豊島区 豊島区消費生活センター 44 清瀬市 清瀬市消費生活センター

18 北区 北区消費生活センター 45 東久留米市 東久留米市消費者センター

19 荒川区 荒川区消費者相談室 46 武蔵村山市 武蔵村山市消費生活相談室

20 板橋区 板橋区消費者センター 47 多摩市 多摩市消費生活センター

21 練馬区 練馬区消費生活センター 48 稲城市 稲城市消費者相談室

22 足立区 足立区消費者センター 49 羽村市 羽村市消費生活センター

23 葛飾区 葛飾区消費生活センター 50 あきる野市 あきる野市消費生活相談窓口

24 江戸川区 江戸川区消費者センター 51 瑞穂町 瑞穂町消費生活相談窓口

25 八王子市 八王子市消費生活センター 52 公益社団法人 全国消費生活相談員協会

26 立川市 立川市消費生活センター 53 公益社団法人 日本消費生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ協会

27 武蔵野市 武蔵野市消費生活センター 54 一般財団法人 日本消費者協会

実施機関実施機関

平成２5年度 「高齢者被害特別相談」実施機関


